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目的： 

生後 1 か月、6 ヶ月、1 年における睡眠障害が、3 歳時点での発達遅延および自閉症スペクトラム障害（ASD)と関連

するかを調査する。 

 

方法： 

母親と子ども 63,418 組のデータを用いて縦断研究を実施した。生後１ヶ月、6 ヶ月、1 年の子どもの睡眠障害パターン

と、3 歳までの ASD および Age and Stages Questionnaire（ASQ）スコアに基づく発達遅延との前向きな関連をポワソ

ン回帰で分析した。 

 

結果： 

ASQ の結果から、子どもの短時間睡眠が始まる年齢が遅いほど、その後の発達遅延のリスクは低かった（短時間睡

眠開始時の RR（リスク比）；1 ヵ月時：1.57、6 ヵ月時：1.52、1 歳時：1.41）。短時間睡眠からの回復時期が早いほど、3

歳時点での発達遅延のリスクが低かった（睡眠障害の回復時期の RR；6 ヵ月時： 1.07、1 年時： 1.31)。 ASD におい

ても同様の傾向が見られた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、短時間睡眠の開始年齢が遅く、回復が早いことが後の発達遅延や ASD リスクの低下と関連していること

を示唆した。 

ただし、本研究には次の限界がある。第 1 に、睡眠の評価は保護者の報告に基づいていること、第２に ASD の診

断の有無は保護者の自己申告に基づいていること、第３にサンプル数が多いため、わずかな差でも統計的に有意で

ある可能性があること、第 4 に生後 1 ヶ月児の睡眠障害を測定する明確な基準がないため、生後 6 ヵ月児および 1

歳児とは異なる計測により睡眠障害を判断していること。 

 

結論： 

本研究の結果、子どもの短時間睡眠の開始年齢が遅く、また短時間睡眠が開始したとしても、短時間睡眠からの回

復時期が早いほど、発達遅延や ASD のリスクが低くなることが示唆された。本結果は子どもの睡眠介入によって、発

達遅延の発生の抑制につながる可能性がある。 

 


